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（論文題目）

Computed tomography-based image-guided brachytherapy for cervical cancer: con-elations between 

dose-volume parameters and clinical outcomes 

（子宮頸癌に対する CTに基づく画像誘森小線源治療：線鼠一体積パラメータと臨床アウトカ

ムの相関）

（論文審査結果の要旨）

子宮頸癌における腔内照射において、治療計画に CT/MRIを用いた 3D画像誘森小線源療法：

Image-guided brachytherapy(3D-IGBT)が行われるようになった。 3D-IGBTではハイリスク臨床

標的体租 (HighRisk Clinical Target Volume : HR-CTV)に対して線量を処方し、リスク臓器とと

もに線塁体積ヒストグラムでの評価が可能となり、個別化治療が可能になった。欧州など海外では

HR-CTVの設定に MRIが用いられているが、本邦の 3D-IGBTでは MRI室までの物理的アクセ

スや検査枠の問題があるために CTを利用することが多い。

本研究は、上記の本邦における 3D-IGBTの現状に則し、 CT-based-IGBTを施行した症例を

対象としている。また、本研究は、大野 ・戸板らの CTに基づく 3D-IGBT(CT-based-IGBT) 

を対象とした HR-CTVの設定に関するガイドライン (Journalof Radiation Research, 2017, 

58, 341-350)を用いて HR-CTVを設定しており、その線旦一体積パラメータと臨床アウトカ

ムについて調査した世界初の研究である。

本研究は、従来の 2-Dによる腔内照射の線量評価点であった A点よりも線量一体積パラメー

タである D90の方が 2年の全生存率、局所制御率、骨盤内制御率、無病生存率を予測するパ

ラメータとして艇れていることを明らかにした。

また、腺癌／腺扁平上皮癌や子宮傍組織への浸潤が大きいこと（タンデムから HR-CTVの左

右縁までの距離が 30mmを超える例）が局所制御において独立した制御不良因子であること

を明らかにし、このような症例では腔内照射の回数増加や組織内照射の併用といった小線源療

法の改善の必要性があることを示唆した。

上記の通り、本研究は CT-based-IGBTにおけるガイドラインを用いて HR-CTVを設定し、

その線量一体積パラメータと臨床アウトカムの関係を世界で初めて明らかにした。また、本研

究は CT-based-IGBTの改善の必要性を示唆しており、本邦における今後の子宮頸癌に対する

放射線治療の方向性に一石を投じている。

以上の理由から博士課程の学位論文に値すると考えられた。
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